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「監督の職を求める人がいれば、その人は良い仕事を望んでいる 。」 ですから、監督は

非難されるところがあってはならず、一人の妻の夫であり、冷静でいて慎みがあり、上品

で、客を手厚くもてなし、よく教えることができなければなりません。酒に溺れず、乱暴

でなく、寛容であり、人と争わず、金に執着せず、自分の家をよく治め、常に気品を保っ

て、子どもを従順な者に育てている人でなければなりません。自分の家を治めることので

きない者に、どうして神の教会の世話ができるでしょうか。監督は、信者になったばかり

の人もいけません。思い違いをして、悪魔と同じ裁きを受けることがないためです。また、

教会外の人々からも良い評判を得ている人でなければなりません。そしりを受け、悪魔の

罠に陥らないためです。（Ⅰテモテ 3:1b ～ 7 ） 

 

著者は、「監督の職を求める人がいれば、その人は良い仕事を望んでいる」と言う。  

「監督」という職制名は、一般社会で用いられていた言葉で、教会も監督職を取り入れた  

ようである。パウロがミレトスでエフェソの長老たちに別れの説教をした時、「どうか、  

あなたがた自身と羊の群れ全体とに気を配ってください。聖霊は、神がご自身の血によっ

てご自分のものとなさった神の教会の世話をさせるために、あなたがたをこの群れの監督

者に任命されたのです（使徒言行録 20:28 ）」 と述べている。監督は教会の代表者であり、

群れ全体に気を配り、群れの世話をするために立てられた役職である。「長老」と「監督」

の関係が論じられるが、おそらく同じ種類の役職であったと思われる。著者は、監督職を

求めることは良い仕事を望んでいることであり、監督は下記のような条件、資格を有する

者であると、諸々の徳目を列挙している。「監督は、非難されるところがあってはならず、

一人の妻の夫であり、冷静でいて慎みがあり、上品で、客を手厚くもてなし、よく教える

ことができなければなりません。酒に溺れず、乱暴でなく、寛容であり、人と争わず、金

に執着せず」と言う。これらの徳目はキリスト教に特有のものではなく、社会においても

通用する一般的なものであった。教会は、一般社会において徳目とされているものを取り

入れ、市民権を得ようとしていたことが分かる。世の中で「監督」と言われた人々の中に

は多妻の者もいたであろう。教会の「監督」は一人の妻の夫であると諭している。そして、

「自分の家をよく治め、常に気品を保って、子どもを従順な者に育てている人でなければ

なりません。自分の家を治めることのできない者に、どうして神の教会の世話ができるで

しょうか」と言う。気品ある家庭は家長を敬い、平穏で秩序正しいと、市民からも信頼さ

れるだろう。この勧めは、教会は、家庭を守り、子どもたちに信仰を継承していこうとす

る思いが強くあったことを伝え、キリストの愛を生きる群れの証しになったと想像される。

「監督は、信者になったばかりの人もいけません。思い違いをして、悪魔と同じ裁きを受

けることがないためです 。」 監督になったことを、偉い人になったかのように錯覚するか

らであろう。監督は長い信仰生活を送ってきて、教会の事情をよくわきまえ、指導力のあ

る人が相応しい。「また、教会外の人々からも良い評判を得ている人でなければなりませ

ん。そしりを受け、悪魔の罠に陥らないためです 。」 教会外の人々からも良い評判を得て

いる人であるべきである。そうでないと、教会員をキリストから切り離す悪魔の業に加担

する罠に陥りかねないと警告している。監督は教会内でも、一般市民からでも信頼される

人であってほしいと説いている。監督職に就くためには、自己規制と愛が必要であった。 


